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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【ナノテクが拓く未来】 

       「ハイテク機器を実現する超精密・超微細なものづくり              

～スマートフォンから宇宙ロケットまで～」 

日 程  : 平成２７年８月１８日（火） 

受講者数 : １４名 

会 場  ： 姫路工学キャンパス５号館２階 5204 教室 

講 師  : 大学院工学研究科機械工学専攻 奥田孝一教授 

 

スマートフォンから宇宙ロケットまで様々な高機能工業製品の実現には、超精密・超微細な生産加工技

術が大きな役割を果たしている。本講義では、切削加工による超精密・超微細加工の最新技術を紹介す

るとともに、身近なところ、こんなところにという適用事例も紹介した。 

最初に、ナノテクノロジーとはどのような技術か説明した後、以下の項目について講義を行った。 

1. ものづくりの方法 

身の回りの工業製品がどのような方法で製造されているか、具体的製品を例に主な加工法とその特

徴について説明した。 

2. 製品を構成する部品 

シャープペンシルから自動車、スマートフォン、宇宙ロケットまであらゆる製品は、10 から 200

万点に及ぶパーツの組み合わせからなっており、それぞれのパーツが組み立てられ、全体として機

能するために所定の精密さで作られていることの重要性を説明した。 

3. 加工精度とは？ 切削加工の特徴 

部品の精密さを表す加工精度について、寸法精度、幾何精度、表面精度について説明し、これらと

製品機能との関係を説明した。特に、表面を滑らかに、鏡面に仕上げる加工原理、必要性について

説明した。 

4. 超精密・超微細加工とは？ 

ナノテクノロジーを実現する重要な技術の一つである超精密・超微細加工技術について、どれぐら

いの加工精度のことを超精密というのか、どれぐらいのサイズを超微細というのか、それらの加工

はどのように実現されているのかという視点から説明した。 

5. 超精密・超微細切削加工事例 

電子機器、光学機器、医療機器などのいわゆるハイテク機器を構成する超精密、超微細部品（主に

量産のための超精密・超微細金型）の実際の加工事例について紹介した。 

6. まとめ 

 


